
 

 

  

 

 
試合中の様子 

得点獲得でハイタッチ！！ 

各チームの１推し選手を紹介します。 

広島東洋カープ 

九里
く り

亜蓮
あ れ ん

選手 

担当者からのコメント 

生年月日 

身 長 

血液型 

出身地 

 

19９１年９月１日 

１８７㎝ 

A型 

鳥取県 

プロ入り 1年目で生涯カープ宣言をした漢気ある投

手です。多彩な変化球で打たせてとる投球にご注目

ください。 

 

４ 
編集協力 安田女子大学心理学科 SWDゼミ 

☆選手紹介コーナー☆ 

 

 
 

キング 9位である。CCWレッドスパークスからは、柳

承辰監督をはじめ、選手・スタッフの合計 12名が参

加し、多彩な活躍をみせた。日本は結局、ワールド

カップ 2014 を 10 位という結果で終えた。この経験

を生かし次の大会に繋げて欲しい。 

現在開幕中の高円宮牌 2014女子日本リーグ第 4節が、立命館大学柊野ホッケー場にて行われた。6月 21

日(土)は天理大学ベアーズと対戦。CCW レッドスパークスのセンターパスで試合が開始。前半 15 分、加藤

選手のアシストで、湯田選手が先制。するとそのわずか 2分後、加藤選手が豪快にシュートを打ちゴールを

決め、前半を折り返した。その勢いのまま後半戦へ突入。試合終了間際の後半 29 分、新井選手がきれいに

タッチシュートを決め、3-0 で勝利した。翌 22 日(日)は立命館大学と対戦。前半 7 分、新井選手が浮き玉

をゴールに押し込み先制。すると前半 12 分、浅井選手がゴールを決め、2-0 とリードを広げる。後半に入

っても勢いは止まらず、金藤選手、新井選手が 3ゴールを決め、5-0と大差をつけて勝利した。CCW レッド

スパークスは現在 2位。残り 4試合。逆転優勝に期待したい。 

また、5月 31日から 6月 15日の 9日間、オランダ・ハーグにて、第 13回女子ワールドカップ 2014が行

われた。日本は昨年、アジアカップで優勝し今大会出場権を獲得、4大会連続・7度目の出場、世界ラン 

 

 

6 月 6 日(水)、湧永レオリックの選手が広島市安佐北区にある、広島市立亀山南小学校を訪れ、Do スポ

ーツハンドボール教室を開催した。湧永レオリックからは、今井選手と小賀野選手が参加した。選手たち

はハンドボールに触れたことのない子どもたちにも親しみやすいように、鬼ごっこをするなど遊びながら

ウォーミングアップをして、子どもたちにハンドボールの楽しさを伝えた。また、子どもたちは選手たち

からパスやシュートの仕方を教わり、ハンドボールの楽しさを満喫し終始楽しそうな雰囲気であった。ハ

ンドボール教室の終わりに、児童たちはハンドボールの試合を体験 

し、選手たちも子どもたちに交じって一緒にハンドボールを楽しみ 

貴重な時間を過ごした。また、6 月 20 日(金)には広島市西区にある 

古田小学校でハンドボール教室を行い、選手 4 名が参加した。ハン 

ドボール教室に参加した小賀野選手は、ドイツで 2 年間プレーし、 

先月 21 日に帰国して以来、初めてのハンドボール教室だ。７月２ 

日(水)には高松宮記念杯、第４回全日本社会人ハンドボール選手権 

大会が名古屋市で開催され、いよいよシーズン到来のハンドボール。 

湧永レオリックの初戦の相手は HC 岐阜だ。小賀野選手が、ドイツ 

での経験を活かして活躍することを期待したい。 

 

Doスポーツでハンドボール教室 開催！！ 

日本リーグ後半戦開始 現在 2 位 

 

今井選手に子どもたちの熱心なまなざし 

 
得点獲得でハイタッチ！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本陸上競技選手権大会出場 

 

 

 

 岡本直己選手 

積極的にトップ集団を引っ張る

石川卓哉選手 

明王台小児童たちの嬉しそうな表情 

2014年6月25日 

日 
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今年はワールドカップイヤーのため、Jリーグは約 1か月間、中断期間に入った。その中断期間を利用

し、6月 9日月曜日にホームタウンふれあい活動として、サンフレッチェ広島の選手達が広島県の各地の

小学校を訪問した。この活動を通して、多くの小学生とサッカーを通じてふれあうことができた。プロ

の選手達と一緒にサッカーが出来るということで子どもたちも大興奮。福山市の明王台小学校を訪問し

た髙萩洋次郎選手、清水航平選手、皆川佑介選手、宮原和也選手はサッカーを一緒にしたのはもちろん、

黒板に歓迎の文字が書かれている子どもたちの教室に招かれ、一緒に給食を食べた。その後、みんなで

記念撮影をして楽しい時間を過ごした。佐伯区にある石内 

小学校には佐藤寿人選手、石原直樹選手、パク・ヒョンジ 

ン選手が訪問した。佐藤選手は持ち前の華麗なプレーを子 

どもたちの前で披露し、さらにオーバーヘッドなどの技も 

見せた。その他にも 22名のサンフレッチェ広島の選手達が 

計 7つの小学校を訪問し、たくさんの子どもたちとふれあ 

ったことで、選手たちも笑顔と元気をもらうことができた 

ようだ。 

翌日から選手達は練習が再開された。ワールドカップが 

終われば Jリーグが再開される。今度は子どもたちに試合 

を見て笑顔になってほしい。 

 

子どもたちとのふれあい活動 

 

             

   6 月 6 日(金)～8 日(日)、福島県福島市とうほう・みんなのスタジアム

にて、第 98 回日本陸上競技選手権大会 兼 第 17 回アジア競技大会代表

選手選考競技会が開催された。中国電力陸上競技部からは、7 日(土)の

10000m に岡本直己選手と石川卓哉 

選手、8 日(日)の 5000m に岡本直己 

選手が出場した。結果は，残念なが 

らアジア競技大会の代表選手に選出 

されることはなかったが，7 日(土)の 

10000m では石川卓哉選手が積極的 

な走りで見せ場を作った。岡本選手 

は調整がうまくいかなかったのか， 

後方に位置することが多く本来の走 

りをみせることはできなかった。 

 

大会後，石川卓哉選手は「日本一を決める大会で，自分らしさ（積 

極的な走り）を出して負けたことで，力不足を素直に受け止めること 

ができ，これからまだまだ強くなれるという可能性を感じている」と 

今後への意気込みを語った。 

 

              

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

バレーボール・プレミアムリーグ男子の JTサンダーズの選手によるバレーボール教室が７日、広島市南

区の猫田体育館で行われた。このバレーボール教室は、シーズンオフを中心に広島県内をはじめとした各

地域で実施されている。主催された自治体の方は、「子どもたちにプロの技術を学んで帰ってほしい」と、

呼びかけていた。 

今回のバレーボール教室では、安佐南区内の小中学生１１３名の多くのバレーボールチームが参加し、

町野選手・菅選手・塚崎選手・深津選手、平馬コーチ、寺西マネージャーから国内トップレベルのバレー

ボールの技術を学んだ。６人の選手らは、参加した子どもたちにサーブやレシーブなどの基本的な技術を

教えることに加え、時折ユニークな会話を交えながら、楽しくコミュニケーションを取る場面もみられた。

子どもたちが楽しみにしていたミニゲームも行われ、菅選 

手がプロの試合でも見られるような強烈なスパイクを子ど 

もたちに披露し、大きな歓声があがった。 

参加した子どもは、「自分たちも将来 JTの選手のように 

なりたい」、「今日の体験をこれからの練習に生かしたい」 

と、話していた。 

小学６年生の男子児童は、このバレーボール教室に参加 

したことで、中学校に進学してからもバレーボールを続け 

たいと、目をキラキラと輝かせていた。国内トップレベル 

の選手と一緒に練習したり、直接指導されることは、めっ 

たにないことである。この貴重な体験を忘れず、夢に向か 

って日々の練習に取り組んでほしい。 
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中国電力陸上競技部 
▽日本陸上競技選手権大会

(6/7) 

5000m 

3 位 北  14:08:08 

6 位 兼実 14:21:23 

9 位 池淵 14:29:58 

 

1500m 

1 位 北  3:54:13 

2 位 刀祢 3:58:24 

9 位 池淵 4:05:70 

10 位 兼実  4:05:89 

 

広島ガスバドミントン 

▽中国地区総合バドミントン 

選手権大会広島県予選会(6/15) 

 

シングルス 

1 位 平井 

2 位 亀田 

3 位 桜井 

 

ダブルス 

1 位 小池・桜井ペア 

2 位 平井・亀田ペア 

3 位 井上(春)・奥井ペア 

 

 

次回もこの笑顔に期待 

5/26～6/25 トップス広島 試合結果 

 

 

 
国内トップレベルの技術を学ぼう！！！！！！ 

中国地区総合選手権大会に向けて  

 

広島ガスバドミントン部は、６月１５日（日）に安佐南区 

スポーツセンターで行われた第 57回中国地区総合バドミン 

トン選手権大会広島県予選会に出場した。シングルスでは、 

平井選手が優勝。準優勝は亀田選手、３位は桜井選手、４ 

位は奥井選手であった。ダブルスでは、小池・桜井ペアが 

優勝。準優勝は平井・亀田ペア、３位は井上(春)・奥井ペ 

ア、４位は井上(静)・武田ペアで、出場選手全員で上位を 

独占した。来月、７月 2日より香川県高松市総合体育館に 

て全日本実業団バドミントン選手権大会が開催される。昨 

年は、シングルス 2・3位、ダブルスは 3回戦敗退と悔し 

い結果となったため、今年は雪辱を果たすことに期待したい。 

広島東洋カープ 

▽セ・パ交流戦 

5/26 カープ ○ 6-2  ●西武 

5/28 カープ ● 5-6  ○ロッテ 

5/29 カープ ○ 5-3  ●ロッテ 

6/6  カープ ● 3-10 ○ソフトバンク 

6/7   カープ ● 5-16 ○ソフトバンク 

6/8   カープ ● 1-8  ○オリックス 

6/9  カープ ● 0-2  ○オリックス 

6/18 カープ ○ 6-1  ●楽天 

6/19 カープ ○ 6-2  ●楽天 

6/21 カープ ○ 8-4  ●日本ハム 

6/22 カープ ○ 7-4  ●日本ハム 

 

 
菅選手の直接指導に聞き入る小学生 
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6 月 7 日（土）にマツダスタジアムのライト側イベントスペース（コンコースグッズショップ奥）にア

イスボックス（ICE BOX）が登場した。全長 15m の氷の部屋は、マイナス 12℃の寒さの中、氷の世界

を楽しむことができる。カープ坊や・シロクマといった氷のオブジェや、氷で作られたカウンターや椅子、

テーブル、ベッドなども体験することができる。また、元広島東洋カープの前田智徳選手のユニフォーム

や、選手が使用したボール、バット、帽子なども氷のなかに入っており、ちょっとした美術館となってい

る。間近で見ることができるため、ファンにとっては嬉しいイベントである。アイスボックスの外観にも

こだわりがあり、カピバラ 3 兄弟のイラストがデザインされている。カピバラ 3 兄弟とは、大瀬良選手、

今村選手、一岡選手をイメージしたキャラクターであり、ファ 

ンの間で話題になっている。アイスボックスは、マツダスタジ 

アム最終戦（予定）まで開催、時間は開門から８回裏終了まで 

である。入場料は、5 分 300 円（小学生以上）で小学生未満の 

方は大人 1 名につき 1 名無料となっている。そして、アイスボ 

ックス限定メニューも販売されており、ソフトドリンク、アル 

コールなど、子どもも大人も楽しめるメニューとなっている。 

寒さの中での冷たい飲み物は、普段では味わえない体験である。 

試合観戦の合間にぜひ、暑さを吹き飛ばしに足を運んでみては 

いかがだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏にぴったり！アイスボックス登場！！ 

 

1994 年に開催された広島アジア競技大会のメモリアル大会として定着しているヒロシマ国際ハンドボー

ル大会が、6 月 13 日(金)～15 日(日)の 3 日間、広島市東区スポーツセンターで開催された。今回は日韓定

期戦も兼ねた大会で、熱い声援の中、広島メイプルレッズは 4 チーム中 3 位の成績であった。 

13 日、メイプルレッズの初戦は女子日本代表。プレス気味に守る日本代表が速攻で優位に立ち、前半を

12-9 と日本代表のリードで終えた。後半は一進一退の攻防であったが、メイプルレッズはシュートミスが

目立ち、2 点差まで迫ったが 22-27 で敗退した。 

14 日は韓国代表との対戦。先制したメイプルレッズは流れに乗り、うまく相手の裏をかき得点を重ねて

いった。メイプルレッズの強固なディフェンスによって、16-13 と韓国に 3 点リードで前半を終了した。後

半気合の入った韓国に、開始 5 分で逆転を許してしまう。メイプルレッズに疲れが見え始めたところで点

差を広げられ、21-30 で敗れた。 

共に 2 敗で迎えた最終日、ハンドボールを国技とするデンマークのクラブチーム・SK オーフスとの一戦

に臨んだ。平均身長が 10ｃｍ以上も差がある大型チームを相手に、GK 田口選手の好セーブと増田選手や

宋選手の切れのある攻撃によって、メイプルレッズは序盤からリードを広げた。前半を 16-11 と 5 点リー

ドで迎えた後半に入っても、メイプルレッズは次々と得点を重ね相手の焦りを誘った。後半 16 分には 10

点差と試合を決定づけ、32-25 で快勝した。4 チームとも白熱した試合を行い、連日観客を湧かせた。 

 

6月 10日（火）から 6月 14日（土）に中国湖北省武漢市で、第 13回チャイナカップ国際ソフトテニス

大会が開催された。NTT西日本広島から、村上雄人選手が出場した。国別対抗戦は、ダブルス 1番に出場

したが、準決勝で韓国に敗退して第 3位であった。シングルスは、予選リーグで準優勝した韓国に敗れた。

ダブルスは、準優勝した韓国と 3位の中華台北と同じリーグで予選リーグ敗退となった。 

最後のミックスダブルスは決勝まで進んだが、中華台北に敗れて準優勝であった。 

この経験を生かし、次の西日本選手権大会に繋げてほしい。 

    

 

 
チャイナカップ国際ソフトテニス大会！！ 

メイプルレッズ善戦 ヒロシマ国際ハンドボール大会 

アイスボックス内の様子 

暑さを吹き飛ばし応援にも力が入る！！ 


